長岡リリックホール中規模改修工事基本設計業務委託
簡易評価型プロポーザル方式による設計者選定に関する説明書

１　業務内容
（１）業務名　　長岡リリックホール中規模改修工事基本設計業務委託
（２）業務期間　契約締結日から令和６年３月３１日（日曜日）まで
（３）業務内容
長岡リリックホールの当初設計コンセプトを尊重し、市民利用への支障を最小限にしつつ、老朽・不具合箇所を改修するための基本設計業務を行う。
本件業務は、基本設計図書の作成、概算工事費の算出、概略工程表の作成等である。
具体的な業務委託の内容については、別紙「長岡リリックホール中規模改修工事基本設計業務委託　概要書」のとおりとする。

[bookmark: _GoBack]２　提出書類の作成及び記載上の留意事項
（１）基本事項
　　プロポーザルは、設計業務における具体的な取組方法や特定テーマに対する技術的提案を求めることにより、設計者の知識（技術力・判断力）や構想力・応用力を評価するものであり、当該業務の具体的な設計案の作成や成果品（模型写真、透視図等）の提出を求めるものではない。
設計作業は、発注者提示の設計条件に基づき、プロポーザルでの選定を経て契約後に発注者と協議のうえ開始するため、最優秀提案者に特定されても、提案された内容を設計に取り入れることを約束するものではない。
なお、提出書類に虚偽の記載があった場合は、プロポーザルを無効とするとともに、指名停止措置を行うことがある。
また、提出書類の作成方法や記入要領等に適合しない場合には、無効とする場合があるので十分注意すること。

（２）提出書類の作成方法
提出書類の様式は、公告に示したとおりとし、印刷方法は、片面印刷とする。
提出書類は、以下の項目ごとに、それぞれ番号順にまとめ、左上１か所ホチキス留とする。
ア　参加資格確認申請書（別記第４号様式）及び様式１～３は２部作成し、申請書と様式１、２は２部のうち１部に、業者名がわかる情報（住所・商号又は名称・代表者氏名・担当者氏名・所属・役職等）を記載すること。
イ　提案書（別記第５号様式）及び様式４～５は８部作成し、８部のうち１部のみに、業者名がわかる情報（住所・商号又は名称・代表者氏名・担当者氏名）を記載すること。


（３）記入要領及び注意事項
ア　管理技術者の経歴等記載書（様式１）
管理技術者には、この業務委託の履行に関して、業務の管理及び統括等を行う者を選定し、その者が保有する資格や関与した実施設計業務の実績等をＡ４版１枚片面に収まるように記載すること。（契約後の管理技術者と同じ人物とすること。）
管理技術者が一級建築士でない場合、欠格となることがあるので、注意すること。
類似業務とは、⑤に記載の延床面積を下回る設計業務で、その延床面積の半分以上の規模の設計業務のことであり、本来求めている設計実績に比べると評価が下がるため、注意すること。
携わった立場は、管理技術者、主任技術者、担当技術者の順に評価が下がるため、注意すること。

イ　主任担当技術者の経歴等記載書（様式２）
管理技術者の下で、建築、構造、電気、機械の各業務分野について、中心となって業務を遂行する主任担当技術者を選定し、その者が保有する資格や関与した実施設計業務の実績等を、各担当分野毎にＡ４版１枚片面に収まるように記載すること。
（契約後の主任担当技術者と同じ人物とすること。）
④の保有資格等については、担当分野毎に下記の表の資格を記載すること。
	担当分野
	評価する資格（番号の順に評価が下がるので注意すること。）

	建築
	①　一級建築士
②　二級建築士
③　その他の資格（担当分野の業務に有効な資格に限る。）

	構造
	①　構造設計一級建築士、一級建築士
②　二級建築士
③　その他の資格（担当分野の業務に有効な資格に限る。）

	電気
	①　設備設計一級建築士、建築設備士、技術士、一級建築士、
第一種・第二種電気主任技術者
②　１級電気工事施工管理技士・第三種電気主任技術者
③　２級電気工事施工管理技士
その他の資格（担当分野の業務に有効な資格に限る。）

	機械
	①　設備設計一級建築士、建築設備士、技術士、一級建築士
②　１級管工事施工管理技士
③　２級管工事施工管理技士
　　その他の資格（担当分野の業務に有効な資格に限る。）


※海外の資格については、当該資格と同等であると判断できる説明資料を提出した場合、同等の評価を行う。
※「技術士」とは、当該分野における技術者資格とする。

類似業務とは、⑤に記載の延床面積を下回る設計業務で、その延床面積の半分以上の規模の設計業務のことであり、本来求めている設計実績に比べると評価が下がるため、注意すること。
携わった立場は、担当分野が異なる場合や担当技術者の場合に評価が下がるため、注意すること。

ウ　協力事務所の名称等（様式３）
業務の一部を再委託する場合には、協力事務所の名称、再委託する理由及び内容等をＡ４版１枚片面に収まるように記載すること。
構造、電気、機械の各業務分野について、再委託する場合に記載すること。
原則として、建築業務分野の再委託は認めていないが、建築業務分野の設計業務全般を元請業者として遂行することを前提に、積算支援業務等、設計品質を向上させるための支援業務を再委託したい場合にも記載すること。

エ　業務実施方針（様式４）
様式に記載された設問について、Ａ４版片面１～２枚に収まるように記載すること。
業務への取組体制等を記載するものであるが、具体的な法人名や担当者名が分かるような表現を避けること。

オ　特定テーマに対する提案（様式５）
以下の項目に関する提案を各テーマ毎にＡ４判片面１～２枚に収まるように記載すること。
【テーマ①】リリックホールに対する理解度
リリックホールの建築的特徴を挙げ、その中でも特に継承すべきデザインのポイントは何か
【テーマ②】当初設計事務所との協働体制の構築方法
当初設計事務所の設計コンセプトを尊重するため、基本設計業務において当該事務所との協働体制を構築する必要がある。その構築方法と設計の進め方について
【テーマ③】工事工程や工事費の検討について
施設の特徴を考慮した工事工程や、工事内容と費用のバランスの検討について

記載にあたっては、以下の事項に留意すること。
　　　　　　（い）提案は、文章での表現を原則とし、特定テーマで提案を求めている事項についてのみ、基本的な考え方を簡潔に記述すること。
（ろ）視覚的表現については、文章を補完するために必要最小限（イラストやイメージ図は使用してよいが、設計の内容が具体的に表現されていないもの）の範囲においてのみ認める。
　　　　　　（は）具体的な設計図、模型（模型写真を含む。）を使用してはならない。
※　視覚的表現の許容範囲は、平成３０年４月２日に大臣官房官庁営繕部から発出されている事務連絡「技術提案における視覚的表現の取扱いについて」の別紙１に準ずるが、文章を補完する必要最小限のイメージ図等の範囲を超える表現が認められた場合には、業務の理解度に関する評価点を減点する。（図面の注釈・説明が主体となっているなど、文章と図の主従関係が逆転している場合を含む。）
　　　　　　（に）提出者（設計共同体の構成員、協力事務所を含む。）を特定することができる内容の記述（具体的な社名等）を記載してはならない。
　　　　　　（ほ）カラーでの表現は可とする。
　　　　　　（へ）文字の大きさは、１１ポイント以上とすること。

３　ヒアリングの実施に関する事項
提案内容のプレゼンテーションを伴うヒアリングは実施しない。

４　評価に関する事項
提出書類の評価は、別に定める提案書評価要領に基づく評価基準によって評価する。
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